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研究成果の概要（和文）：本研究では、インドおよびカンボジア農村を対象に、小口保険制度の導入が、既存のインフ
ォーマルな保険制度に、どのような影響を及ぼすのかについて、形成実験の手法を用いて検証し、個人のネットワーク
を通した場合には、フォーマルな保険制度の導入が、むしろ、インフォーマルな保険制度を強化すること、カンボジア
においては、人間関係の強さがフォーマルな保険制度の導入に負の影響を持つことなど、従来にない新しい事実を発見
した。また、インドにおいては、カーストや宗教の相違がインフォーマルな保険制度に影響していることも明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）： We investigate the impacts of formal micro-insurance on informal insurance 
system, by an artefactual field experiments and find crowding-in information effects and crowding-out 
framing effects which have never been found in existing studies. We also find the solidarity of 
respondents affect take-up of formal micro-insurance in Cambodia.In addition, we find evidence that 
informal solidarity among group members, caste, and religion have significant impacts on transferred 
incomein India.

研究分野： 開発経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
H21-H23 年度・基盤研究（Ａ）では、イ

ンフォーマルな慣行とフォーマルな貧困緩
和プログラムとのトレード・オフの関係
(S.Bowles による Crowding-out 効果や、既
存の制度が存在することにより新しい制度
導入の必要性が低下することによる効果)や、
他者への信頼、家計のリスク回避度、時間選
好、カースト制度などが、参加の意思決定に
際して重要な役割を果たしている証拠が示
されたが、この段階では、トレード・オフの
関係についての厳密な分析はなされておら
ず、問題提起に終わっていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、病気や怪我による農村貧

困層の健康や家計への影響を緩和するため
に導入が図られている小口健康保険制度に
ついて、ランダム化フィールド実験の手法を
応用し、文化・社会構造の異なるインド、お
よび、カンボジアのプログラムの現地調査の
結果をもとに、①これらの貧困削減スキーム
と既存のインフォーマルな保険制度（無利子
融資、相互贈与、共同体的互助慣行）とのト
レード・オフ関係を行動実験の手法を援用し
て解明し、②貧困層が小口健康保険制度に加
入する決定因を、社会構造（カースト制度な
ど）、リスク選好、時間選好などの要素を考
慮に入れて明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
このため、本研究では、カンボジア・タケ

オ州、および、インド・西ベンガル州の農村
において、農村家計を対象に、リスク選好、
時間選好、カースト制度、宗教の違いなどを
考慮に入れたうえ、連帯ゲームによる実験結
果にもとづき、以下の４つの仮説について検
証した。  

a. Information effects：他の個人への移転
所得は、個人が小口保険を利用するように
なるか、相手が保険を購入したことを知る
ことにより、減少するか（Crowding-out 
effects;代替効果）、あるいは、増加する
（Crowding-in effects;補完効果）。 
b. Framing effects：移転所得は、小淵 
保険がコミュニティーに導入されるとい
う枠組みの変化により減少（代替）、ある
いは、増加（補完）する。 

 c. 一旦、保険に加入すると、その後、保険
を解約しても、移転所得の減少は依然とし
て維持される(保険を解約しても移転所得
は変化しない)。 

 d. インフォーマルな相互扶助的共同性の
強さは、小口保険の導入に負の影響をおよ
ぼす(相互扶助的共同性が強いほど小口保
険を購入しない；‘撥ね退け効果’)。 

 
４．研究成果 
以上の４仮説についての分析結果は以下

のとおりである。 
ａ,b．カンボジアでは、Information Effects 

について、補完効果が検出されたが、
Framing Effects については、いずれの効果
も認められなかった。一方、インドでは、自
身が保険を購入した場合の Information 
Effects については補完効果が検出されたが、
相手が購入した場合には、移転所得への影響
は検出されなかった。また、Framing Effects
について、代替効果が認められた。 

c．カンボジアでは、保険解約後に移転所得
が増加するという結果が得られたが、インド
では、保険を解約しても移転所得額に有意な
変化は見られなかった。 

d．カンボジアでは、インフォーマルな相
互扶助的共同性が強いほど、フォーマルな保
険の導入を躊躇する傾向がみられたが、イン
ドでは、親戚関係、カースト関係、宗教関係
のいずれを取っても、そのような関係が検出
されなかった。 
また、リスク回避性向やカースト、宗教が、

移転所得に影響を及ぼすことが示唆された。 
このことは、従来、あまり考慮されてこな

かった、このような諸要素が、インフォーマ
ルな保険に影響している可能性を示してい
る。 
以上のように、代替効果や補完効果が発現

する経路を２つに分け、個人間のネットワー
クを通した補完効果が確認された一方、コミ
ュニティー・レベルの連帯性が弱まることに
よる代替効果（‘押しのけ効果’）は存在するこ
とを示した点、カンボジアにおいて、インフ
ォーマルな共同性がフォーマルな制度の受
容に負の影響を持つことが明らかにされた
点は、従来にない新知見といえる。さらに、
本研究では、フォーマルな保険制度とインフ
ォーマルな保険制度の相互作用を考察する
に当たって、カーストのような社会制度や宗
教の違いによる影響を考慮することの必要
性を示唆した点も、一つの学問的貢献といえ
る。 
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